
ういろんな思いの人がいるでしょうし、中
にはとりあえず資格さえ取れればよいとい
う人もおられると思います。
合格へ向かっていくアプローチとして、
LECは法律に基づいた解釈を重視して
います。社労士試験は覚えることが多い
ため、暗記等に頼らざるを得ない部分も
あるでしょう。でもすべてが暗記というわ
けではなく法的理論をしっかりおさえてお
かないと合格した後に困ってしまいます。
最初が大事！ 法的根拠に基づきながら楽
しく学ぶ。これが私たち社会保険労務士
講座を制作する者のコンセプトです。

工藤講師の講義が見逃せない！
私の講義では、まず基本事項を1つ1
つ整理し、次に相関連する事項を立法
の趣旨を踏まえながら組合せ、あるい
は仕分けしながら積み上げ、そして一
つの形として知識を定着させる！そんな
１段ずつレンガを積み上げていくイメージ

将来、転職やキャリアチェンジを考えたと
き、やりがいのある仕事、満足の行く仕事
に就くことができるのか、「社外でも通用
するスキルや資格」があるのか。

そこに資格を目指す理由があるのです。
社労士資格は、独立開業や法人設立に
限らず勤務しながらでも登録できる自
由度の高い国家資格です。また、社会
的背景からそのステイタス、認知度は
年々上がってきています。今のうちに社
労士資格を取得しておくことは、「将来の
自分への大切な投資」となるでしょう。

受験は辛いか
受験は辛いかといわれれば、それは人そ
れぞれだと思います。大の勉強嫌いだっ
た私の経験からいうと、初回のインプット
講義が全科目修了するまで辛さを感じて
いたことは事実です。ただし、それ以降は
不思議と大変さはあるものの、辛いとい
う気持ちはあまり感じませんでした。む
しろ、「大変だけれどけっこう楽しめる」
という感覚です。

私の場合は、3回の受験、勉強期間はお

の講義を目指しています。単に条文の活
字だけを詰め込むのではなく、時にはアニ
メーションを使って、受講生の皆さんにそ
の趣旨を視覚的に印象付けながら、その
形をお伝えしていきたいと思います。

工藤講師からのメッセージ
社労士試験に合格するためには、乗り越
えなければならない大変な
困難があります。膨大な条文
の理解のみならず時には試
験テクニックも必要とされま
す、仕事や家庭との両立の
悩みなど、とても独学で乗り
越えられるものではありませ
ん。私は皆さんに、学習は
苦痛ではなく、知らなかっ
たことが理解できた時の嬉
しさを感じて頂き、むしろ
もっと知りたい！と思う気持
ちを伝えたいと思っていま

す。メンタル面も含め、これから私が皆さ
んのサポーターです！

工藤講師の趣味は？
12歳からギターを始め、現在でも先生に
ついてレッスンを受けています。年1度の
ライブを行っていますので、是非、合格し
てライブに来てください！

「人生は1度だけです、自分の将来の
ためにチャレンジの扉を開いて下さい」
「失敗とはできなかったことではなく、
やらなかったことです」
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工藤講師の
「読むガイダンス」

一歩を踏み出しましょう！
今後目標に向かって進む中、挫折しそう
になることは必ずあるはずです。そんな
中、最初のこのきっかけを思い出すと“も
うちょっとがんばろう！”というような気持
ちになり乗り越えられます。最初の動機
付けは非常に重要です。まずはこのパン
フレットを読んでいただいて、その気持ち
を新たにして頂き、本気モードに変わっ
て頂ければと思います。

LEC社会保険労務士講座の
コンセプト！
LECのポリシーは“しっかり学べる、楽
しく学べる、法律のLEC”というところ
にわれわれのコンセプトがあります。社労
士試験合格のためのアプローチはたくさ
んありますが、社労士試験を目指す最初
の動機付けとして、会社の総務で働いて
いる、社労士事務所や労働保険事務組
合で働いている、将来は開業をしたいとい

休息時間やお付き合いの時間も確保し
つつ受験をすることが可能となったこと
は「社会人にとっての大きなメリット」と
いえるでしょう。

自分の将来を真剣に考えたとき
3年後の自分、5年後の自分、10年後の
自分を想像してみて下さい。「仕事やポ
ジションは」どうなっているでしょうか。

次は皆さんが合格を勝ち取る
番です！
いよいよ2027年合格目標 社会保険労
務士合格講座がスタートしていきます。
皆さんは、色々な思いやきっかけから社
労士試験合格を目指して受講を検討され
ていると思います。そして今まさに、この
パンフレットを通してどのようにカリキュラ
ムをこなしていけばよいのか？勉強法は
どうすればよいのか？LECの講座は
どうなっているのか？と疑問や心配
事は尽きないかもしれませんが、ま
ずはチャレンジしようとした思い
やきっかけを動機づけとして、第




